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報
　
　
告

◎
社
団
法
人
八
幡
平
市
体
育
協

会
の
経
営
状
況
報
告
に
つ
い
て

　

市
体
育
協
会
が
管
理
す
る
体

育
施
設
を
平
成
20
年
度
に
利
用

し
た
人
は
、
前
年
度
よ
り
１
１

３
４
人
多
い
16
万
５
４
８
７
人
で

し
た
。

　

な
お
、
体
育
施
設
管
理
会
計

を
合
わ
せ
た
平
成
20
年
度
収
支

決
算
で
は
、
収
入
８
９
５
８
万
１

３
４
５
円
、
支
出
９
１
０
２
万
９

７
７
６
円
で
、
翌
年
度
繰
越
金

が
前
年
度
よ
り
１
４
４
万
８
４
３

１
円
少
な
い
４
３
２
万
７
８
８
６

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
20
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　

定
額
給
付
金
事
業
４
億
６
０

０
万
９
０
０
０
円
や
田
山
小
学

校
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
２
億

９
４
９
４
万
１
０
０
０
円
な
ど
45

事
業
、
14
億
２
１
８
０
万
７
０
０

０
円
を
平
成
21
年
度
に
繰
り
越

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
は
、
公
共
下
水
道
施

設
整
備
事
業
１
件
３
６
０
６
万

２
０
０
０
円
で
し
た
。

全
会一致
で
可
決

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

せ
ん
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
で
任
期
が
満
了
す

る
田
川
春は

る
雄お

さ
ん
（
清
水
）
の

後
任
と
し
て
、
伊
藤
重し

げ
伸の

ぶ
さ
ん

（
川
原
）
を
人
権
擁
護
委
員
に

推
せ
ん
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◎
田
頭
・
平
笠
地
区
処
理
施
設

建
設
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

平
笠
地
内
に
建
設
予
定
の
工

事
契
約
を
、
株
式
会
社
高
建
工

業
・
共
和
化
工
株
式
会
社
東
北

支
店
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
と
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
契
約
金
額
は
３
億
５
５
４

6月定
例会

入
湯
税
免
除
対
象
を
拡
大

全
13
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

６月２４日、松野小学校の児童が議場を見学しました

伊藤重伸さん

　
６
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
、
市
議
会
第
２
回
定
例
会
（
６
月
定
例
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
７
人
が
登
壇
し
た
ほ
か
、
全
13
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
市
税
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条
例
で
は
、
入
湯
税
の
課
税
免
除
対
象
者

に
「
修
学
旅
行
の
た
め
の
高
校
生
と
そ
の
統
導
者
」
や
「
芸
術
、文
化
、学
習
の
た
め
の
大
学
生
、

高
校
生
、
中
学
生
、
小
学
生
と
そ
の
統
導
者
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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２
万
５
０
０
０
円
。
工
期
は
平

成
22
年
３
月
23
日
ま
で
で
す
。

◎
八
幡
平
市
生
産
物
直
売
所
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

道
の
駅
に
し
ね
に
隣
接
す
る

生
産
物
直
売
所
の
指
定
管
理
者

に
、
八
幡
平
市
産
業
振
興
株
式

会
社
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◎
八
幡
平
市
公
共
下
水
道
事
業

区
域
外
流
入
受
益
者
分
担
金
に

関
す
る
条
例

　

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域

外
か
ら
汚
水
を
公
共
下
水
道
に

流
入
す
る
許
可
を
受
け
た
人

か
ら
、
土
地
１
平
方
㍍
当
た
り

４
０
０
円
の
受
益
者
分
担
金
を

徴
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
６
月
30
日
施
行
）

問　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
１

戸
当
た
り
負
担
金
が
、
西
根
地

区
30
万
円
、松
尾
地
区
15
万
円
、

安
代
地
区
20
万
円
で
は
非
常
に

不
公
平
な
金
額
で
は
な
い
か
。

答　

旧
３
町
村
の
単
価
で
行
わ

れ
て
き
た
た
め
と
、
事
業
で
事

業
費
を
と
ら
え
た
結
果
で
、
現

在
の
受
益
者
負
担
金
に
な
っ
た
。

◎
八
幡
平
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

入
湯
税
の
課
税
免
除
対
象

者
を
、
こ
れ
ま
で
対
象
者
と
し

て
い
た
「
修
学
旅
行
の
た
め
の

中
学
生
や
小
学
生
と
そ
の
統
導

者
」
に
「
高
校
生
」
を
、「
競

技
等
の
た
め
の
大
学
生
、
高
校

生
、
中
学
生
、
小
学
生
と
そ
の

統
導
者
」
に
「
芸
術
、
文
化
、

学
習
の
た
め
の
大
学
生
、
高
校

生
、
中
学
生
、
小
学
生
と
そ
の

統
導
者
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。（
７
月

１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正

で
、
退
職
者
医
療
制
度
が
廃
止

さ
れ
た
た
め
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。（
９
月
１
日
施
行
）

◎
八
幡
平
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

大
更
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で

す
。（
８
月
１
日
施
行
）

◎
平
成
21
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億

１
６
４
６
万
７
０
０
０
円
を
追
加

し
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
、
特
別

会
計
４
会
計
の
補
正
予
算
も
可

決
し
ま
し
た
。
な
お
、
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
旧
３
町
村
広
報
紙
デ
ー
タ
Ｄ
Ｖ

Ｄ
収
録
業
務
委
託
料
８
９
２
万

５
０
０
０
円

▼
条
件
不
利
森
林
公
的
整
備
緊

急
特
別
対
策
事
業
委
託
料
１
６

０
６
万
５
０
０
０
円

▼
市
道
中
田
・
野
駄
森
線
詳
細

測
量
設
計
業
務
委
託
料
８
８
５

万
円

▼
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

助
成
費
１
０
０
０
万
円

問　
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
の
今
後
の
進
め
方
は
。

答　

農
林
や
観
光
だ
け
で
な

く
、
市
民
部
や
福
祉
部
、
教

育
委
員
会
を
再
検
討
し
進
め
た

い
。
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
。

問　
市
有
林
整
備
計
画
を
早
急

に
策
定
し
、
市
の
財
産
を
有
効

活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
で
き
る
だ
け
早
く
策
定
し

た
い
。

（
4
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

８月８日に開所式が行われる大更コミュニティセンター

　
６
月
定
例
会
で
は
請
願
３
件
を
審
議
し
、２
件
を
「
採
択
」

と
決
定
。
併
せ
て
発
議
案
を
可
決
し
、
意
見
書
を
国
に
提

出
し
た
ほ
か
、
１
件
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◎
「
協
同
労
働
組
合
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）」
の
速
や

か
な
制
定
を
求
め
る
請
願
＝
請
願
者
・
日
本
労
働
者
協
同

組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
連
合
会　
セ
ン
タ
ー
事
業

団
盛
岡
中
央
事
業
所

　

こ
の
請
願
は
、
働
く
者
が
協
同
で
出
資
し
、
経
営
し
、
働

く
協
同
労
働
を
旨
と
し
た
新
た
な
協
同
組
合
法
の
制
定
を
求

め
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。（「
採
択
」
と
決
定
。
意
見
書
を

国
に
提
出
）

◎
政
府
が
自
ら
決
め
た
備
蓄
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
政
府
米

買
い
入
れ
を
求
め
る
請
願
（
請
願
者
・
農
民
運
動
岩
手
県

連
合
会
）

　
こ
の
請
願
は
、
米
価
下
落
が
続
く
中
、
適
正
な
備
蓄
水
準

を
維
持
す
る
た
め
に
、
早
急
な
備
蓄
米
の
買
い
上
げ
を
求
め

て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。（「
採
択
」
と
決
定
。
意
見
書
を
国

に
提
出
）

◎
家
族
従
事
者
の
人
権
保
障
の
た
め
「
所
得
税
法
第
56
条

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
（
請
願

者
・
岩
手
県
商
工
団
体
連
合
会
婦
人
部
協
議
会
）

　

こ
の
請
願
は
、
中
小
業
者
に
お
け
る
家
族
従
業
者
の
自
家

労
賃
を
必
要
経
費
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
を
求
め
て
提
出
さ

れ
ま
し
た
。（「
継
続
審
査
」
と
決
定
）

　
請
願
・
発
議
案

　

2
件
採
択
1
件
は
継
続
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（
3
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

問　
条
件
不
利
森
林
公
的
整
備

の
内
容
は
。　

答　
長
期
間
未
整
備
の
森
林
を

対
象
に
、
公
有
林
60
㌶
の
間
伐

を
予
定
し
て
い
る
。
１
㌶
当
た

り
12
人
で
、
延
べ
７
０
０
人
位
が

働
け
る
と
思
う
。

問　
出
会
い
支
援
事
業
補
助
金

の
内
容
は
。

答　
後
継
者
育
成
支
援
推
進
協

議
会
を
設
置
し
、
結
婚
適
齢
者

の
情
報
収
集
を
す
る
。
そ
の
後

に
実
施
す
る
交
流
会
事
業
に
、

補
助
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
毎
週
土
曜
日
の
学
童
保
育

の
要
望
が
あ
る
が
、
対
応
は
。

答　
現
在
13
カ
所
で
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
が
、
毎

週
土
曜
日
に
保
育
し
て
い
る
の
は

安
代
の
２
カ
所
で
あ
る
。
西
根

と
松
尾
に
つい
て
は
、
第
１
土
曜

日
に
実
施
し
て
い
る
。
事
前
に

保
護
者
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

指
導
員
３
人
で
１
人
週
30
時
間

勤
務
体
制
の
範
囲
で
の
実
施
が

可
能
か
検
討
し
た
い
。

問　

斎
場
の
ボ
イ
ラ
ー
の
調
子

が
悪
く
、
利
用
者
に
迷
惑
を
掛

け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
対
応
は
。

答　
定
期
検
査
も
予
算
化
し
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
不
都
合
が

あ
れ
ば
、
新
た
な
予
算
措
置
も

視
野
に
入
れ
考
え
た
い
。

問　
マ
イ
マ
イ
ガ
発
生
対
策
補

助
金
の
内
容
は
。

答　
昨
年
は
大
更
地
区
の
街
路

灯
対
策
に
対
応
し
た
が
、
本
年

度
は
他
地
域
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
予
算
措
置
し
た
。

問　

衛
生
面
や
健
康
面
の
対
策

は
ど
う
か
。

答　

夏
休
み
中
に
、
西
根
中
学

校
校
庭
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
灯
で
マ

イ
マ
イ
ガ
を
集
め
駆
除
す
る
計

画
で
あ
り
、
西
根
病
院
や
住
民

対
策
も
考
慮
し
て
い
る
。
市
営

球
場
な
ど
は
来
年
度
の
対
応
を

考
え
て
い
る
。

問　

安
比
高
原
ぶ
な
の
駅
に
身

障
者
用
の
ト
イ
レ
や
車
イ
ス
用
ス

ロ
ー
プ
通
路
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答　
施
設
整
備
の
要
望
が
多
く

あ
り
、
総
合
計
画
に
計
上
し
て

対
応
し
て
い
く
。

問　
防
災
無
線
の
放
送
が
途
切

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
対
策
は
。

答　

今
調
査
中
で
、
３
地
区
そ

れ
ぞ
れ
業
者
が
別
な
た
め
調
査

も
時
間
が
か
か
って
い
る
。
原
因

を
早
急
に
発
見
し
直
し
た
い
。

スロープなどの設置要望がある安比高原ぶなの駅

政務調査費の収支報告

表　政務調査費の収支報告額
項　　　　目 新 生 会 八 起 会 緑 松 会 日本共産党 北 口 和 男 瀬 川 健 則 合　　 計
所属人数（Ａ） 10 6 5 3 1 1 26
交 付 額（Ｂ）

Ａ ×2 万円 ×12カ月 2,400,000 1,440,000 1,200,000 720,000 240,000 240,000 6,240,000

使
　
　
用
　
　
状
　
　
況

1、 調 査 研 究 費 1,700,455 1,117,447 1,105,425 12,060 198,975 152,381 4,286,743
2、 研 修 費 109,500 2,888 115,669 62,915 290,972
3、 会 議 費 0
4、 資 料 作 成 費 0
5、 資 料 購 入 費 207,620 15,000 55,820 37,320 40,420 54,100 410,280
6、 広 報 費 455,061 455,061
7、 事 務 費 166,860 296,292 10,862 107,805 581,819
8、そ の 他 の 経 費 0
合　　　　　　計 （Ｃ） 2,184,435 1,431,627 1,172,107 727,915 302,310 206,481 6,024,875
使 用 率 91.0％ 99.4％ 97.7％ 100％ 100％ 86.0% 95.4％

返還額（Ｄ）＝ Ｂ － Ｃ 215,565 8,373 27,893 0 0 33,519 285,350

　昨年度、市が各会派に交付した政務調査費に対し、
領収書を添えて報告した収支報告の内容を紹介します。
　政務調査費の平均使用率は 95.4% で、３会派と１議
員から合わせて 285,350 円が市に返還されました。
　政務調査費は、議員が調査研究するための経費の一

部として交付するもので、本市では議員１人当たり月２万円
を交付。条例で定めた使途基準に基づく使用が義務付け
られ、市政に関する調査研究に該当しない「交際費的経
費」「政党や政治団体の活動経費」「飲食費」「選挙活
動経費」「名刺代」などは対象外となります。


